
年間授業計画　新様式例

都立拝島高等学校 令和8年度(3学年用) 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

〇 〇

２
学
期

12

○ 1

A　具体例と主張の関係を捉え、他
者と共有しながら自らの意見をも
つ。
【知識及び技能】
学習の基礎を学んだりするために必
要な語句の量を増し、文章の中で使
うことをとおして、語感を磨く。
【思考力、判断力、表現力等】
筆者の主張を、根拠や結論を導く論
拠を明確にしながら、内容について
の理解を深める。
【学びに向かう力、人間性等】
筆者の考えを読み取り、政治に対す
る自分の考えを広げている。

「政治の本質」

・
・具体例と主張の関係を捉え、自
分の意見をもつ。
・筆者の「心とは何か」に対する
仮説を読み取る。

〇 〇 〇

・接続表現の働きや、政治に関する語句の意
味を理解し、それらの表現や語句を用いて本
文の概要を説明している。
・筆者の主張を理解し、政治に対する自分の
考えを深めようとしている。

〇 〇 〇

1定期考査

定期考査  ○

1

B　筆者の主張と、それを支える根
拠の関係を吟味する。
【知識及び技能】
学習の基礎を学ぶために必要な語句
の量を増し、文章の中で使うことを
通して、語彙を豊かにする。
【思考力、判断力、表現力等】
主張とその前提や反証などといっ
た、情報と情報との関係について理
解を深める。
【学びに向かう力、人間性等】
心についての筆者の考えを読み取る
ことに興味をもち、他者との意見交
換をとおして、自分の考えを広げよ
うとする。

「クオリアと心」

・筆者の主張と、それを支える根
拠の関係を整理する。
・論の展開のしかたや具体例の役
割を理解する。
・本文全体の構成や展開を把握す
る。 〇 〇

・論証したり学術的な学習の基礎を学んだり
するために必要な語句の量を増し、文章の中
で使うことをとおして、語感を磨いている。
・「心」についての筆者の主張を、根拠や結
論を導く論拠を明確に理解し、内容について
の理解を深めている。
・心についての筆者の考えを読み取ることに
興味をもち、他者との意見交換をとおして、
自分の考えを広げようとしている。

○ ○ ○ 12

○ 10

１
学
期

A　筆者の主張と、それを支える根
拠の関係を吟味する。
【知識及び技能】
論証したり学術的な学習の基礎を学
んだりするために必要な語句の量を
増し、文章の中で使うことをとおし
て、五感を磨き語彙を豊かにしてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
主張を支える根拠や結論を導く論拠
を批判的に検討し、文章や資料の妥
当性や信頼性を吟味して内容を解釈
しようとする。
【学びに向かう力、人間性等】
筆者の主張を主体的に読み取ろうと
するとともに、筆者の主張を敷衍し
て、他の事象について理解を広げよ
うとしている。

「ミロのヴィーナス」

・本文全体の構成や展開を把握す
る。
・文中の接続表現を意識して読
む。
・二項の具体・抽象をそれぞれ読
み取る。
・同値・対立関係を意識して読解
する。
・筆者の主張を敷衍して、他の事
象の理解につなげる。

○ ○ 〇

・論証したり学術的な学習の基礎を学んだり
するために必要な語句の量を増し、文章の中
で使うことをとおして、語感を磨き語彙を豊
かにしている。
・文章の種類をふまえて、内容や構成、論理
の展開などを的確にとらえ、論点を明確にし
ながら要旨を把握している。
・筆者の考えを読み取ることに興味をもち、
自分の思いや考えを広げたり深めたりしよう
としている。 ○ ○

定期考査 ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知 思 態
配当
時数

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚
をもち、生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

国語 論理国語
国語 論理国語 2

（１組：甲斐田） （２組：甲斐田） （３組：甲斐田） （４組：甲斐田） （５組：甲斐田）

論理国語

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

（６組：甲斐田）

（７組：甲斐田）

『新編　論理国語』　大修館書店

国語

【 知　識　及　び　技　能 】

実社会に必要な国語の知識や技能を身につける
ようにする。

論理的、批判的、創造的に考える力を伸ば
し、他者との関わりの中で伝え合う力を高
め、自分の思いや考えを広げたり深めたりす
ることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ
せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚
を持ち、言葉を通じて他者や社会に関わろう
とする態度を養う。



〇 〇

1

合計

70

・学習の基礎を学ぶために必要な語句の量を
増し、語彙を豊かにしている。
・筆者の主張をおおよそ理解し、その未来像
について自分なりに考えを形成している。
・筆者の主張と根拠として示された情報との
関係を正しく理解し、根拠として示された情
報から導き出される別の結論の可能性につい
ても考えを膨らませている。 〇 〇 〇 14

３
学
期

本文中の数値や地図を的確に読み取
り、筆者の主張をつかむ。
【知識及び技能】
学習の基礎を学ぶために必要な語句
の量を増し、語彙を豊かにする。
【学びに向かう力、人間性等】
文章の内容や解釈を多様な論点や異
なる価値観と結び付けて、新たな観
点から自分の考えを深めている。
【思考、判断力、表現力等】
人口減少について興味を持ち、そこ
から日本社会や世界が抱える課題に
ついて、自分の考えを広げている。

「未来の地図帳」

・日本社会や世界が抱える課題に
関心をもち、他者との交流を通し
て、考えを広げたり深めたりす
る。
・筆者の結論を述べるために使わ
れる表現に着目して本文を理解し
ている。
・本文の数値と掲載されている地
図の関係を適切につかみ、内容へ
の理解を深める。

〇 〇 〇

２
学
期

定期考査

〇 〇 〇

〇 〇

定期考査

B　対比を意識しながら筆者の主張
をつかみ、現代社会についての考え
を深める。
【知識及び技能】
学術的な学習の基礎を学んだりする
ための語句を、正確に理解する。
【思考、判断力、表現力等】
関連する文章や資料をもとに、書き
手の立場や目的を考えながら、内容
の解釈を深める。
【学びに向かう力、人間性等】
日本の社会についての筆者の考えを
読み取ることに興味をもち、現代社
会についての自分の考えを広げてい
る。

「『である』ことと『する』こ
と」

・筆者の主張をふまえて、現代社
会　についての考えを深める。
・対比の役割を意識して本文を読
み、筆者の主張を的確につかむ。
・「である」価値と「する」価値
の違いを的確につかむ。

〇 〇

・政治や社会に関する語句の意味を正確に理
解している。
・筆者の述べる「『である』こと」と「『す
る』こと」について、関連するほかの教材を
読むなどして、理解を深めている。
・本文で述べられている「『である』こと」
と「『する』こと」の違いを整理し、それぞ
れの特徴を説明している。 17

1


